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どんなJCにしたいか
•日常臨床の中なので”１時間以内” 
•新しい医学的知識を得るというより、論文の妥当性を評価す
る場にしたい 

•そうはいっても扱う文献はごくごく最近のものを選択 
•場合によってはLetterを書いてみる 
•自分が実際に臨床研究を行うことにつながるような視点で他
人の論文から学ぶ
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